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□委員会意見書とりまとめのためのワーキンググループ設置(案)について 

 

１．ワーキンググループの設置 

 

淀川水系 5 ダムについての方針および調査検討結果に対して委員会の意見をとりまとめる

ワーキンググループを設置する。 

委員会の意見を円滑にとりまとめていくために、委員会見解の作業部会に参加した委員に

引き続きワーキンググループに参加していただくとともに、参加委員を増員する。また、そ

れぞれのダムについての意見を中心的にとりまとめるリーダーを設けることにする。 

 
 
２．ワーキンググループのメンバー構成 

 

ワーキンググループのメンバーは以下に示す 10 名とし、各ダムについての意見をとりま

とめるリーダー5名を指名する。 

なお、以下のワーキンググループのメンバーのうち、○印は見解の作業部会に参加した委

員である。 

 

    丹生ダムリーダー     中 村  正 久 委員 

 

大戸川ダムリーダー         澤 井  健 二 委員 ○ 

 

天ヶ瀬ダム再開発リーダー    綾    史 郎 委員 

  

川上ダムリーダー    川 上   聰  委員 ○ 

 

余野川ダムリーダー   村 上  興 正 委員 

  

      今 本  博 健 委員 ○ 

      

金 盛   弥  委員 ○ 

        

千代延  明 憲 委員 ○ 

      

寺 川  庄 蔵 委員 ○ 

      

西 野  麻知子 委員 ○   （計１０名） 

      

 


